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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

株式会社フィールズ 

 

②施設・事業所情報 

名称：グローバルキッズ下田町園 種別：認可保育所 

代表者氏名：荒谷 友佳 定員（利用人数）： 

定員43（利用者43名）名 

所在地：〒223-0064 横浜市港北区下田町3-16-25 ルーチェ1階                       

TEL：045-561-2255  

ホームページ：https://www.gkids.co.jp/facilities/nursery_038.html 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：2013年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：株式会社グローバルキッズ 

 職員数 常勤職員： 8名 非常勤職員： 4名 

 専門職員 （専門職の名称）     名  

施設長：1名 保育士：7名  

保育補助：2名 調理員：1名 

調理師：1名  

 施設・設

備の概要 

（居室数）保育室：5室  

（設備等）トイレ：3、調理室：１、事務室：１、園庭：１ 

 

③理念・基本方針 

理念：豊かに生きる力を育てる 

 

方針：１，子どものこころに寄り添い、支える 

     ２，子どもの力を信じて見守る 

     ３，子どもを中心に捉え、家庭や地域との信頼関係を築き、環境を通して、 

             人やものと関わりを大切にする 

 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

実体験を大切にしている。田植え・稲刈り・脱穀・みそづくり・縄跳びあみなど 

２・３・４・５歳児では異年齢保育を行っている。 

3本の柱 １.表現、2.身体づくり、３.対話 

 

体幹、筋肉、骨格など育てていく「リズム」というプログラムを取り入れている。跳び

箱、鉄棒などプロのヒップホップ、プロダンサー講師が月１回行う体操教育を行ってい

る。 

 

発表会などはなく、子どもたちが主体となった行事で、全てが保護者参加可能とし、輝

いた大人を見せて、子どもたちが大人へあこがれる環境を作っている。 

 



 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

令和3年6月11日（契約日） ～ 

令和4年3月31日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）      2 回（2018年度） 

 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

 

1）保育の専門家として学び続けること 

園では毎日、子どもたちの様子を話す時間、毎月、保育目標の確認や、「学びの会」を

行っています。また、保育士が自分が決めたテーマで学んだことを発表する日を設けて

います。園長は、知識を詰めるだけでなく、自らが考え、子どもの行動の意味を捉え、

活動が保育指針の10の姿からずれていないか、一つひとつの活動内容において自身の保

育実践が常に問われていることを伝えています。職員は、日々の学びを続けることから

「保育する」ことの意味を深く理解し、保育士一人ひとりの専門性、人間性の向上に努

めています。  

 

２)保護者と共に行う子育て 

園ではICTシステムを導入し、園からのお知らせ、日々の登降園情報の管理やその日の動

画発信を行っています。また、保育活動のドキュメンテーション（写真やコメントで提

供）を毎日掲示し、登園後の子どもの様子をいつでも確認できる「保育の見える化」に

努めています。園は、常に保護者と共に子どもの成長を見守り、共に喜び合える保育支

援を行っています。保護者は、園の取組について満足しています。 

 

３)子どもの最善の遊びと学びを保障 

法人策定の各種マニュアルが整備されています。使用する頻度の高いマニュアルについ

ては、職員間で見直しや改善を行っていますが、使用頻度の低いものについては、見直

しなどが実施されていません。使用頻度の低いマニュアルについても定期的に内容の確

認や見直しを行い、職員の理解を深める機会も必要と思われます。 

 

◇改善を求められる点 

 

1)マニュアル全体の再確認 

法人策定の各種マニュアルが整備されています。使用する頻度の高いマニュアルについ

ては、職員間で見直しや改善を行っていますが、使用頻度の低いものについては、見直

しなどが実施されていません。使用頻度の低いマニュアルについても定期的に内容の確

認や見直しを行い、職員の理解を深める機会も必要と思われます。 

 

２）地域コミュニティへ開かれた園としての役割 

有事における防災対策として、自助・共助・公助が求められていますが、中でも地域住

民同士の共助が最も重要だと考えられています。平時における子育て相談や掲示板、AED

の設置はありますが、残念ながら周知が十分ではありません。幼い子どもたちを預かる

保育所として地域コミュニティとの交流をさらに深め、ＳＮＳやＩＣＴシステムの活用

も含めた防災対策など、地域における危機管理体制への更なる取組が期待されます。 

 

 

 



 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今回第三者評価を受けさせていただいたことで、自分たちの強み・弱み課題 

が明確になりました。 

また細かく聞いてくださることで自分でどんな思いでやっているか、目的も明確になり

ました。 

保護者の皆様からも温かいコメントばかりで、より一層プロとしてお子様たちの関わり

に 

生かしたいと強く思いました。 

ありがとうございました。 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


